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「
西
建
協
だ
よ
り
」
で
は
、
管
内
の
様
々
な
行

政
機
関
の
方
々
か
ら
機
会
あ
る
ご
と
に
寄
稿
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
西
多
摩

建
設
事
務
所
、
補
修
課
長 
野
口
裕
司
様
よ
り
西
多

摩
管
内
の
道
路
橋
梁
維
持
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
意

見
を
頂
き
ま
し
た
の
で
掲
載
を
致
し
ま
す
。 

西
多
摩
管
内
の
道
路
橋
梁
維
持
に
つ
い
て 

西
多
摩
建
設
事
務
所 

補
修
課 

課
長 

野
口 

裕
司 

HP アドレス 

西
多
摩
建
設
事
務
所
は
、
青
梅
市
・
福
生
市
・

羽
村
市
・
あ
き
る
野
市
・
瑞
穂
町
・
日
の
出
町
・

奥
多
摩
町
・
檜
原
村
の
４
市
３
町
１
村
に
ま
た
が

る
区
域
を
管
轄
し
て
お
り
、
当
該
区
域
内
の
一
般

国
道
（
指
定
区
間
外
）
２
路
線
、
主
要
地
方
道
１

３
路
線
、
一
般
都
道
３
０
路
線
の
計
４
５
路
線

（
総
延
長 

約
３
８
９
ｋ
ｍ
）
の
維
持
管
理
を
し

て
お
り
ま
す
。
管
内
道
路
の
特
徴
と
し
て
は
、
河

川
（
特
に
渓
谷
）
を
渡
る
橋
梁
と
山
間
部
の
ト
ン

ネ
ル
が
多
く
、
そ
の
数
は
橋
梁
３
０
４
橋
、
横
断

歩
道
橋
２
３
橋
、
人
道
橋
３
５
橋
、
ト
ン
ネ
ル
４

０
箇
所
に
の
ぼ
り
ま
す
。 

補
修
課
及
び
管
理
工
区
で
は
、
こ
れ
ら
の
道

路
・
施
設
を
常
に
良
好
な
状
態
に
保
持
し
安
全
で

快
適
な
交
通
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
、
日
常
的

な
巡
回
監
視
を
行
い
不
具
合
箇
所
の
早
期
発
見

や
緊
急
措
置
を
講
ず
る
と
共
に
、
次
の
と
お
り
計

画
的
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

【
道
路
橋
梁
維
持
】 

管
内
を
６
区
域
に
分
け
、
道
路
の
巡
回
点
検
と

維
持
補
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
落
石
処
理

や
冬
期
の
除
雪
、
路
面
凍
結
防
止
、
ト
ン
ネ
ル
内

の
つ
ら
ら
落
と
し
等
、
管
内
特
有
な
作
業
も
行
っ

て
い
ま
す
。 

管
内
の
橋
梁
の
中
に
は
、
交
通
量
の
増
大
や
車

両
大
型
化
の
影
響
に
よ
っ
て
劣
化
が
進
ん
で
い

る
も
の
や
、
要
求
性
能
が
現
行
基
準
等
に
適
合
し

な
く
な
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
戦
略
的
な

予
防
保
全
型
管
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

優
良
工
事
表
彰
の
受
賞
に
あ
た
り 

 
 
 
 
 

昭
和
建
設
株
式
会
社 

岡
部
治
正 

【
道
路
補
修
】 

管
内
の
道
路
は
、
圏
央
道
の
開
通
等
に
よ
り

交
通
量
が
増
大
し
て
お
り
、
砕
石
工
場
や
土
砂

受
入
施
設
も
多
い
こ
と
か
ら
路
面
損
傷
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
路
面
補
修
を
行

う
際
に
は
、
現
状
回
復
に
加
え
て
、
歩
道
の
拡

幅
や
段
差
・
勾
配
改
善
、
低
騒
音
舗
装
の
採
用

な
ど
沿
道
環
境
の
改
善
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
・
掘
割
・
地
下
歩
道
・
擁
壁

等
の
各
種
施
設
に
つ
い
て
も
予
防
保
全
型
管
理

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

【
道
路
災
害
防
除
】 

山
岳
道
路
の
斜
面
に
つ
い
て
は
、
５
年
毎
の

点
検
調
査
に
加
え
て
職
員
に
よ
る
日
常
パ
ト
ロ

ー
ル
等
に
よ
り
常
に
安
全
管
理
を
行
っ
て
お

り
、
点
検
結
果
に
応
じ
た
工
法
（
落
石
防
止
網
、

落
石
防
止
柵
、
法
枠
、
ア
ン
カ
ー
工
、
モ
ル
タ

ル
吹
付
、
擁
壁
工 

等
）
で
災
害
防
除
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

【
交
通
安
全
施
設
整
備
】 

交
通
事
故
防
止
や
交
通
需
要
の
変
化
等
に
応

じ
て
、
区
画
線
や
防
護
柵
の
整
備
、
架
空
線
地

中
化
事
業
等
を
実
施
し
、
快
適
な
交
通
の
流
れ

を
確
保
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
取
組
は
言
う
ま
で
も
な
く
西
多
摩

建
設
事
務
所
単
独
で
行
え
る
も
の
で
は
な
く
、

西
多
摩
建
設
業
協
会
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る

協
力
会
社
様
の
尽
力
無
く
し
て
は
到
底
成
し
え

な
い
も
の
で
す
。
ま
た
土
地
柄
、
台
風
や
集
中

豪
雨
に
よ
る
災
害
発
生
時
の
対
応
や
、
冬
季
降

雪
時
の
除
雪
作
業
等
、
即
時
緊
急
的
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
事
態
も
非
常
に
多
く
、
地
域
に
根

差
し
た
活
動
を
続
け
て
い
る
企
業
と
の
繋
が
り

は
最
重
要
事
項
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。 皆

様
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
強
力
か
つ
良
好
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
を
継
続
し
、
地
域
社

会
の
生
活
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

こ
の
度
、
西
多
摩
建
設
事
務
所
発
注
の
路
面
補
修
工
事
（
３
１

西
の
１
６
・
歩
道
改
善)

で
令
和
４
年
度
優
良
工
事
表
彰
の
受
賞
を

賜
り
、
先
ず
は
監
督
官
庁
及
び
近
隣
住
民
の
皆
様
方
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

当
工
事
は
国
道
四
一
一
号
青
梅
街
道
の
青
梅
市
裏
宿
町
地
内
に

お
い
て
歩
道
の
拡
幅
及
び
車
道
の
打
換
を
行
う
工
事
で
し
た
。
以

下
に
現
場
施
工
時
に
苦
心
し
た
点
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
事
前
測
量
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
当
初
予
定
し
た
一
般
的
な
縦

横
断
計
画
で
は
民
地
境
界
部
の
高
さ
が
高
く
な
り
過
ぎ
、
排
水
処

理
が
出
来
な
い
家
屋
が
多
数
生
じ
て
し
ま
う
た
め
、
左
右
で
横
断

勾
配
を
変
化
さ
せ
て
対
応
す
る
事
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
歩
道
部

分
の
埋
設
型
枠
を
用
い
た
現
場
打
ち
側
溝
蓋
掛
で
は
高
さ
の
変
化

に
対
応
し
つ
ら
く
、
工
期
を
遵
守
出
来
な
い
事
が
判
明
し
た
た
め
、

管
理
業
務
受
託
者
及
び
監
督
員
と
対
応
を
協
議
し
、
工
場
製
品
を

使
用
し
た
蓋
掛
け
と
し
、
暗
渠
化
す
る
事
で
承
諾
を
頂
き
対
処
し

ま
し
た
。
民
地
の
排
水
を
重
視
し
た
縦
断
計
画
の
結
果
、
新
設
車

道
計
画
高
が
既
設
車
道
よ
り
も
最
大
で
１
７
㎝
低
く
な
る
箇
所
が

生
じ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
従
来
の
片
車
線
ご
と
に
日
々
打
換
え

る
舗
装
工
法
で
は
段
差
す
り
つ
け
が
不
可
能
と
な
る
た
め
、
費
用

効
果
を
鑑
み
、
大
型
切
削
機
を
使
用
し
、
即
日
で
左
右
両
面
を
施

工
す
る
工
法
を
採
り
、
中
央
部
の
段
差
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に

施
工
し
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
様
な
縦
断
計
画
を
立
て
て
も
工
事

中
間
点
付
近
の
二
軒
の
民
地
に
つ
い
て
は
道
路
側
が
高
く
な
り
排

水
処
理
が
不
能
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
部
分
に
つ
い

て
は
所
有
者
と
協
議
を
重
ね
、
境
界
部
分
の
駐
車
場
及
び
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
を
再
整
備
し
、
雨
水
排
水
桝
を
設
置
す
る
事
で
水
溜
り
を

生
じ
さ
せ
る
事
な
く
、
ま
た
住
民
の
満
足
す
る
仕
上
り
で
施
工
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

自
分
も
齢
六
十
を
超
え
、

そ
ろ
そ
ろ
リ
タ
イ
ア
の
時
期

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
経
験

の
中
で
も
一
、
二
を
争
う
難

工
事
で
し
た
が
、
同
僚
や
上

司
の
理
解
と
協
力
の
下
何
と

か
無
事
工
期
内
に
完
工
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

無
理
な
発
注
で
も
納
期
を
守

っ
て
頂
け
た
関
連
会
社
の
皆

様
に
も
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

去
る
３
月
１
２
日
・
４
月
９
日
、
株
式
会
社
酒
井
組
の
旧

駐
車
場
に
て
【
駐
車
場
で
逢
い
ま
し
ょ
う
】
～
二
俣
尾
マ
ル

シ
ェ
～
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
酒
井
組
代
表
を
中
心

に
、
二
俣
尾
３
丁
目
自
治
会
様
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
毎
月

一
回
、
第
二
週
目
の
日
曜
日
を
開
催
日
と
し
３
月
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。 

近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
で
外
出
で
き
な
か
っ
た

高
齢
者
の
方
、
ま
た
他
地
区
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
方
の
中

で
も
地
域
と
つ
な
が
り
を
持
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ

る
も
の
の
、
ど
こ
で
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

方
々
が
少
し
で
も
集
ま
っ
て
顔
合
わ
せ
で
き
る
場
所
を
提

供
し
た
い
！
地
域
防
犯
や
災
害
が
あ
っ
た
際
に
人
と
の
つ

な
が
り
を
作
っ
て
少
し
で
も
み
ん
な
が
助
け
合
え
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
お
き
た
い
！
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
こ

の
マ
ル
シ
ェ
の
企
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

第
一
回
は
地
元
の
お
囃
子
の
方
々
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
っ
て
い
た
だ
き
、
延
べ
５
０
０
人
ほ
ど
の
お
客
様
に
来
場

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
食
事
を
は
じ

め
、
地
元
の
方
が
手
作
り
す
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
手
芸
品
を

販
売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
供
た
ち
は
駄
菓
子
の
ゲ
ー
ム
や

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
当

社
か
ら
は
、
子
供
た
ち
が
重
機
と
写
真
を
撮
影
で
き
る
よ
う

に
一
番
小
さ
い
重
機
を
展
示
し
た
と
こ
ろ
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ

さ
せ
た
子
供
た
ち
が
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

第
二
回
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
元
の
消
防
団
が
新
し
い
消

防
車
を
展
示
し
、
地
域
の
方
々
や
子
供
た
ち
に
も
っ
と
防
災

の
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
こ
と
か
ら
参
加
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
、
大
人
の
方
も
消
防
車
に
興

味
を
持
ち
、
話
を
聞
く
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

地
域
の
方
々
の
反
響
も
か
な
り
あ
り
、
「
こ
う
し
て
集
ま

る
機
会
や
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
」
・

「
月
に
１
回
楽
し
み
が
出
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
！
」
な

ど
、
こ
の
よ
う
な
お
言
葉
を
い
た
だ
け
て
本
当
に
嬉
し
い
限

り
で
す
。
（
２
面
に
続
く
） 

 
 

【
駐
車
場
で
逢
い
ま
し
ょ
う
】 

～
二
俣
尾
マ
ル
シ
ェ
～ 

開
催
に
寄
せ
て 

 
 

株
式
会
社 

酒
井
組 

 

代
表
取
締
役 

須
田 

晶
子 

当
協
会
員
、
株
式
会
社
酒
井
組
、
代
表
取
締
役
須
田
晶
子

氏
よ
り 

～
二
俣
尾
マ
ル
シ
ェ
～ 

開
催
に
寄
せ
て
記
事
ご

寄
稿
頂
き
ま
し
た
の
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。 
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◇ あ と が き ◇ 

 春の心地良い風と共に新年度が始まりました。 

新しい職場や部署などの環境の変化がある中、ワクワク、

ドキドキしている方々もいると思います。 

メンタルヘルスを意識して、腸活しましょう！脳と腸は繋

がっています。腸内環境を良くし、自律神経 

を整えて身体的にもメンタル的にもベストパフォーマンス

がだせるように心がけましょう。      

広報委員会  

 

３ 月 事 業 報 告 

３日 事業委員会 

３日 令和４年度 第２回経営講習会 

９日 災害対策安全委員会 

１７日 広報委員会 ３４４号編集 

２０日 総務委員会 

２２日 理事会 

４ 月 事 業 計 画 

１４日 事業委員会 

１４日 広報委員会 ３４５号編集 

１７日 総務委員会 

１８日 理事会 

２０日 災害対策安全委員会 

２７日 三建連 合同企業説明会（日本工学院八王子専門学校） 

～建設関連図書冊子 ご紹介～ 

  
当協会賛助会員、東日本建設業保証株式会社新宿支店様より、

建設関連図書の発行がございました。毎年テーマを変えて発行

しております。協会に在庫もご用意しておりますので協会員の

皆様に配布致しますので協会事務局までご連絡ください。 

２０２３年 テーマ: 

[ 建設技術者 START  BOOK 2023 ] 

          ※２０２２年分の在庫も若干ございます 

 

 

２０２３年テーマ表紙 

２０２２年テーマ表紙 

 建設フレッシュマンガイド 

～インボイス制度開始について～ 

令和５年１０月よりインボイス制度がスタートします協会員の

皆様もご準備ご対応お願い致します。 

（以下、国税庁ホームページより引用） 

 インボイスとは 

  売手が買手に対して、正確な適用税率や消費税額等を伝える

ものです。具体的には、現行の「区分記載請求書」に「登録番

号」、「適用税率」及び「税率ごとに区分した消費税額等」の記

載が追加されたものをいいます。 

 インボイス制度とは 

  売手であるインボイス発行事業者は、買手である取引相手

（課税事業者）から求められたときは、インボイスを交付しな

ければなりません（また、交付したインボイスの写しを保存し

ておく必要があります）。制度の概要の他に説明会の開催情報

や申請手続などを掲載しております。 

 

 インボイスを発行するためには、インボイス発行事業者

の登録申請が必要です。登録は課税事業者が受けること

ができます。免税事業者の方も、ご自身の事業実態に合

わせて、インボイス発行事業者の登録を受けるかをご検

討ください。 

 

こ
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
出
展
者
様
の
売
り
上
げ
の
一
部

を
最
終
的
に
養
護
施
設
や
高
齢
者
施
設
へ
寄
付
を
す
る

活
動
も
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
廃
材
を
利
用
し
て
作
品

を
作
り
販
売
す
る
活
動
な
ど
も
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
廃

材
何
か
に
使
え
る
の
で
は
な
い
か
等
あ
り
ま
し
た
ら
是

非
お
声
が
け
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

 

 

来
月
は
５
月

１
４
日
に
開
催

予

定

で

す

の

で
、
皆
様
ぜ
ひ

【
駐
車
場
で
逢

い
ま
し
ょ
う
】
。

詳
し
い
内
容
や

出
店
者
様
情
報

は
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。 

 
マルシェ 

インタグラム 

アドレス 


